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の影密はどうであろうか。
部文と散文との接点にあたる和歌集の序では、
訓点語
いる。平安時代は文章史上からみると、
和文系統の文章
と訓点語系統の文章との交渉、
新文体和漢混交文形成の
時期 いえ c
二、
これらの語が、
序全体に対してどの程度の割合を
け用いられているか。
ど）を除いては‘
殆ど用いられていない
ことも知られ
て
は特に詳しく述ぺ
ら
れている。
今、
本縦では、
築島悔士の直接研究対象とされた「古「後拾選和歌渠序」
取り上げて、
全文の語紫買を調査し、
占め、
年代的、
品詞的になど、
しているか。
な場合（仏教的内容、
淡甜の明らかな影密、
僧侶の作な
なった。元来訓点語
は
韻文である和歌の世界では、
特殊
今和歌楳仮名序
J
「千載和歌某序」
に加えて、
條倉時代初期のコ新古今和歌集序」を対象に
一、
これらの序に訓点特有語と判断される語がどれだ
どのような様相を呈
中に混入して使用されていることが指摘されるように訓点語はそれらの仮名の散文作品にも影粉を与え、
作品
平安時代、
仮名によって散文が酋かれるようになると、
ージ以飩に指摘されている。
「古今楳仮名序」について
つつある。
の淡文肋読話につきての研究（胎和三八年刊）』八三
0
ベ
章語袋の他に、
訓点語の文章語梨の体系が研究対象とし
て取り上げられるようになり、
その様相が明らかにされ
有語の用いられ いることは、
築島裕悔士の『平安時代
漠文訓読語の存在が注
目されて、
従来の和文系統の文
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「古今和歌染仮名序」は仮名による祁文作品の中でも．
早い時期に音かれたものであり、
訓点語成立の推進者で
あった男性の執策とされている（紀賀之と目される）。紀貿之の「土佐日記」にも証点特有語の存在が指摘されており、
「古今楳仮名序」にも当然訓点特有語の混入が
予想されるが、
その他の勅撰和歌染の仮名序にも訓点特
これらの語と和語との対応関係はどうなっ
て
いる
三
、
. 
0 
カ
四、以上から考えて、序における訓点特有語の使用は．どのような意味を持っているか。
などについて、固査・考察していくこととする。．
〔対象とした作品 分盈〕対象として取り上げた つの勅撰集の仮名序の分品を
句読点も一字に数えた総字数で計算すると、ほぼ第一表のょうになる。
但
し
、
「古今集序」には他の序にはみられない歌論の
展開された部分があり、それに伴って例歌として多くの和歌が引用され、また随所に割注の形で説明や例歌が挙げてある9これら 引用歌は仮名序作者の文章ではないから、除外しなけ ばいけない。その引用歌を除いた分黛も第一表に掲げてある。
この表を見るとわかるように、総字数は「古今集序」
が格段に多く»・
・堂々たる序でおる。．
語梨の調査対象は、四つの勅撰和歌築の仮名序に用い〔作品の語棠屈〕
分頭の多い「後拾遺楳序」が約一二分の二、少ない「千戴楳序」は約二分の一であり、分黛的には偏りがある。引用歌を除いた総字数で他の序と比較しても、他の集は、叫
汀
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〔第一表〕
今一後拾遺一千
載＿新古今
四つの勅撰集序の分黛
り共に一語と数えるという算出方法である。不都合は感に一語に数えたし、
「の」「野」のように短い一音節語
た
。
表上段に示した。
その矛盾を痛惑しながらも、
前掲二索引に準じて作業し
に基づいて総索引を作成した。単語認定のむずかしさ
『古今集総索引』西下経一・
滝沢貞夫編
いては、
調査方法としては、
られている語全部である。但し、
前述したように、
今集序」の引
用
歌は対象外とする。
「古今集序」
『新古今集総索引』滝沢貞夫紺
を利用した。
「後拾遺集序」「千戟集序」については、
『国歌大観』所収「後拾遺和歌集序」
「千載和歌集序」
語数
は呉なり語数で
数えてあるから、
たとえば「相生」
「祈り」などのように一回しか用いられていない語も、助詞「の」のように四七五回も用いられている諾も、
共
も、
「えんぎのいつとせうづきとをかあまりやうか（延
喜五年四月十八日）」のように長々しい複合語も、
やは
「新古今集序」につ
「古
また、
訓点特有語の多寡を全体的に論ずる際、
集序」に證かれ
る
ことの不可能な新古今集時代の人名や
一致する可能性
のあ はずもない撰集の年号日付など
は
除外した方が駈当であろうと考え、
全語棠から固有名詞
（官賊名
も
含む）・
数詞を除いた。
これらの数値も第一
表に示した。今後本稲で考察の対象 するのは、
この「
古今集序」の引用歌を除き、
かつ固有名詞・数詞を除
い
語梁である。
この語彙について、
どの序で重複して用いられて
い
る．
か よって分類し、
各々の場合の使用語数を調ぺ、
第二
四つの序に用いられた八六九語のうち共通して用いら
れている語は10％弱である。
しかも共通して用いられ
ている八三語のうち三分の一の二七語が、
助詞・助動詞・
接統詞など所謂「辞」であり、
残る語は撰集行為に直接
関係する語（古・今・昔・歌・撰ぶ・集むなど）と和歌好みの語（朝・タ・秋•月•松・玉など）とが殆んど，で．．ある。
また各々の序で単独にその序にだけ用いられてい
じ
た
が
、
一応そうしておいた。
「古今
- 1 1 3, -
わ れ て 、 興 味 探 い 。 るのは、各序の二分 一5三分の一の多きにのぼる。これらをみると、勅撰和歌集序という共通な性格の文章であり な が ら 、 し か も 「 古 今 集 序 」 を 範 と し て 宮 か れ た 文でありながら、文章というものがいかに個性的なものであるかを、使用語棠の面から明白に示しているように思
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83語使用
一戸一は四つの序に共通
語使用
119111新古今集序
11151 
．． 数値は話数を示す C
三一は古今應だけに239例
ー
＇
ー
千
載 集 序
ー
ー
1後拾逍集序
古 今 集
序
研究．一所収以上、中田祝夫著『東大寺誤誦文稿の国語学的
「東大寺諷誦文稿」
．．． 
「大唐三蔵玄芙法師表啓古点」
．．． 
「大乗 集地 十輪経元座七年
．．． 
誤
訓点資料
い方の語
l
、訓点資料の中に用例のある語
四つの序に用いられた語梨から訓点特有語と思われ
る
ものを、次の甚準で選び出した
c
和歌や乎安女流文学作品に用いられていない語・
たとえ用いられていても用例が少なく、用法も僧侶、学者・老人などの男性の言葉等、限られた特別の用
この二要件に該当するものを各索引で鍋ぺて訓点特有語とした。
資料は全言語資料を網羅するのが理想であろうが、調
査の便宜上不十分ながら、次のものを取り上げ、他は適宜活用した。
〔訓点特有語の選出〕
「西大寺本金光明最勝王経古点」
．．． 
春日政治蒋『西大寺本金光明餃勝王経古点の国語学的研究』所収
「高野山竜光院疎妙法迎華経古点」
．． 
， 
「天理大学図宙館・国立京都博物館蔵固宝南海寄帰内法伝古点」
．．． 
以上大坪併治著『訓点資料の研究』所収
「大慈恩寺――一蔵法帥伝料竪誌麟古点」の語のうち肉
「源氏物語」に見えないもの⑭「源氏物語」にも見
一
えるが用法や用例が限られているもの・・・伝A•伝B16
ー
築島裕著『平安時代の漢文訓読語につきての研究』一
乎安女流文学作品
吉沢義則編『郊源氏物語新釈村松樽＿司福『枕草子総索引』
．．． 
和語か訓点特有語かの判断の基準を、訓点資料と平安
女流文学作品との使用数に脱いたの
であ
る
が、ここに取
蜻
佐伯梅友・伊牟田経久紺『かげろふ日記総索引」
索
枕引
下上
所収
寄
法
金
源
訓点 特 有 語 と い う 場 合 、
普 通 、 単 語 だ け でなく、
単語
も 、
その 作 品 内 容 の 故 に 用 い ら れ な か っ た だ ろ う と
し て いない。
また「 泥 氏 物 語 」
に
は「照らす」は用いら
れ て い る が 「 照 る 」 は な く 、
一 ・ ニ で 挙 げ た 基 準
三 、
三 つ の 乎 安 女 流 文 学 作 品 に 用 い ら れ て い な い 飴 で
思 わ れ る 語 （ 貢 ぎ 物 ・ み な も と
など）
は
餘く 。
と い う 要 件 も 加 え た ．の 述 語 に よ る 特 殊な表視やへ特定 の 活 用 形 の み の 特 殊 届 ’法 も 含 め て 取 り 上 げ ら れ る 。 前 掲 の 『 平 安 時 代 の 涙 文 訓読 語 に つ き て の 研 究 』 七 八 ニ ペ ー ジ 以 降 「 和 文 に 見 出される訓読特有 語 」 の 中 に も 具 体 的 に 指 摘されているが、私 も そ れ ら を 訊 点 特 有 語 として扱ったf が 生 じ る で あ ろ う 。 そ こ で 、 に よ っ て 選 び 出
し
た語も、更 に 資 料 を 培 す と 多 少 の 増 減
照 る 」 の 方 だ け が 用 い ら れ て い る 。
「 枕 草 子 」 で は そ の 逆 で 「
「 涼 氏 物 語 」 と 「 紫 式 部 日 記 」 と の 用 語 は 必 ずしも一致 り 上 げ た 資 料 に 当 時 の 和 語 や 訓 点 語 が 嗣 趾されている わけ で はない。作品の 内 容 に よ り 用 語 は 自 ら 制 約されるし、作者の好みによる語染の個りも起こるであろう
。
第 実 、
匹 表 で あ る 。
〔 第 三 表 〕
別 分 類 と 各 作 品 で の 使 用 回 数 四 つ の 序 に 用 い ら れ た 訓 点 特 有 語 の 品 詞
以上のようにして選び出した語を品
詞 ご と に 分 類 し 、
単 語 以 外 の 特 殊 な も
の も 品 詞 相 当 部 分 に 所 属 さ せ て 示 す
こ と に し 、
第 三 表 を 作 成した。それら を 集 計 し た の が 第
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►• 、助動 でに
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2 1 2 5 1 畠1 1 5 1 1 2 
5 2
. 
1 1 1 ； ※ ※ 2 1 1 4 1 4 
2 1 
．． 
漢 注 多 多 贋文 に 3 10 l 
文 1 7 :3 1 蜻
品 1 3 4 l 塁L.. 詳 1 2 ， 13 
と と 2 1 129 57 2 
あ 1 1 4 26 17 3 
る る 2 102 公5 26 
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助 助 接 副 形 形 勤 名
容
動 統
動
容
径琶
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右 1 単 語左 ー 特 殊 な も の
〔 第 四 表 〕
四 つ の 序に用いられた 訓 点 特 有 語 の 品詞別度数
・
上 1 異 な り 語 数
数値
｛
下
1
延
べ
語 数
は、
奥村桓哉氏の「古今集仮名序諸本と訓点語（『訓点
この予想外に少ない増加の理由について思い浮かぶの
増加の程度は予想外に少ない。てゆくのだから、特有語を交えて穏くようになって和漢混交
文が
形成され
調査を始める前の予想では、
時代が下るにつれて訓点
そして、
古今集序以降の勅撰和歌集序の形成が固定化し
八、
六一％
ヽ
から
「新古今集序」でも時代の超勢とは相反して訓点
通りである。
「古
今集
序
」
「後拾遺染序」「千載集序」「新古今媒序」
「古今集序」
七、
0
五％
八、
0七％
八、
九五％
「新古今渠
序」などに
は訓点特有語が
相当多くなってくるだろうと思っていた。囮査の結果は、時
代が下るにつれて確か 順次増加はしている
が、
その[
によって異同の多い仮名序の、
訓点特有語の個所にみら
れる異文について論ぜられたこ 給文では、
元永本増補
本は流布本、
元永本証本は原型とされ、
「証本系諸本の
訓点語的な箇所が、
増補本系統本では和文的になってい
る。」と述べて、
例を挙げておられる。
元永本系統本で
こ
の「和歌集序は和文的で
あ
れ」とするのと同じ傾向
2ー｀贔
特有語はわずかしか増加していないのであろうと考える。一ていったことと相まって、
勅撰和歌集最後の「新続古今
和歌集序」まで
あまり変わらない文体で書き継がれて
．いったのであろう。
〔訓点特有語の四つの序における重複使用〕・・・ニ、
2
これらの訓点
特有語が
四つの序においてどのように重
複して用いられているかについ
て
、第
二表の下段に併せ
的になってゆく、
というのである。
は、
原型から流布してゆく過程で訓点語
的
な文章が和文
や多い
C
全体の異なり語数に対する割合を見ると、
次の
序」とはほぼ同じで、
「新古今渠序」はや
語には異動があるにも拘らず「後拾遺集序」と「千戟渠序に用いられた訓点特有語の異なり語総数は
、
具体的な
訓点特有語を品詞分類し楳計した第四表を見ると、
各
〔訓点特有語の使用登と時代的考察〕
二
、
語と「訓点歿料」第四棋』所収）」の論文である。諸本
後に害かれた勅撰集序は、
単語はなく特殊なものが「に（ず。＜）して」・「よりこの．かた」、
三つの序に誼設して
いるのは単語は「と
も
がら・
なづく・述ぶ
．． 
そ
も
そ
も。しむ。ごとし」特殊なもの
。ざる（す迎体形）
5
ずといふこと
てい
る
のはその多くが所謂「辞」であ
る
C
また、
煎筏の
工合と時代と
の
関係には、
時代が下った作品ほど訓点特
有語が重ねて用いられるといった傾向も見られない。
「古今集序」を初めとして
なし・によりて に至るまで」で三つ以上の序に諏桜し
続詞が非常に多く、
名詞が少ないことである。
品距別使用裔は、
大坪併治先生の「訓点語概論」の講
義録によると、
多い順に・
（訓点語の執語）名詞・動詞・形容動詞（訓点語の和語）動詞・名詞。形容詞又は励詞・形容
「古代の語彙（『諧座国語史語彙
である。まな茂見徹氏の史』所収）九0ページ以降 示さ
れ
た「古代後期のかな
勁詞。接続詞
が「れ（り己然形）いる訓
点
特有語は少なく、
四つの序に重複しているのは
一2ー
第四表の品詞別使用数を見て第一に気付くこと
は、
接―
〔訓点特有語
の
品詞別使用裁〕・・・ニ、
第二表を
見
ると、
いくつもの序に頂複して用いられて
のである。
に用いたのであるとは考えにくいのである。
てくるから、
その不都合を考慮して併記することにした
の問には必然的椀係はあるようには思われない。
意識的
有語の占める割合を考えたりすると、
算定基準が異なっ
飯りでは、
「訓点特有語使用」と「勅撰集序」との二者
によっているため、
特殊なものまで含めた数値で訛点特
ことにし 。異な 語数の算定は品詞分解による単語数
但し、
その数値は、
単語と特殊なものとに分けて示す
こ
し
た。
示し、
異なり語数全体の使用嚢と対比して見られるよう
9,．1
,·'’
·'
先行の勅撰集序を念頭に院いて書かれたと思われるが、もし勅撰集序としての格調の高さを現わす めに生硬な学術用語である訓点特有語を用いたのであれば、
必ず頻
用された助点特有語がもっと重複して表われてきてよいはずである
。
訓点特有語の重複使用の様相から判断する
接続詞の他の品詞と異なる点は、
本来的な所属語を俎ほ
とんどない。
他の品詞から転成し
たもの、
あるいば、、述語が憤用的に固定したものが多い。
貪I本文法大辞典）」ことである．第三表に挙げた接続
詞の項を見ると、
他品詞から転成したもの（五例）はい
（つかの序で用いられて
いるが、
残る述語
の
ものの殆ん
どが、
或る序一回だけの使用で、
しかも類似のさまざま
r、な表現をとっており、
語として固定していく過渡期の様
＇「
語
源的に考えると、
示」した表によっても
．
あ
る
）。
四つの序に用いられた訓点特有語の場合は（匹序中の動点特有語）勁詞・接続詞・副詞。助動詞・
名詞
となり、
その隕位が他の とは甚だ異なる。一番目立つ接続詞類の占める割合が特に高いこ
和語の本来的接続詞が殆んどない（「源氏物語」にも「そもそも」二例、
若紫巻北山の僧都・竹河巻夕霧の言
莱にのみ使用）ょうな言語事情では、
接続詞を用いよう
うことに
な
ろう。情趣的な文章でなく、
序にふさわしい
客観的理知的な文章にしようと
して、
文と文との論理的
展開を明確に表わす接続詞を いたため、
訓点特有語の
と考えられ
表現を多く用いる結果になったのであろ
う
、
語の漢語で名詞
が
一番多い
のと関係があ
ると思われる。
特に訓点特有
語が工夫されてまで広く用いられること
は
少なかったのではないかと考えられる。
その他の品詞上の特徴として、
訓点語の漠語・
和語共
にかなり上位に位する形容動詞と、
和語では更に上位に
位する形容詞が極めて少ない点も指摘しておかなければならない。 つまり、
多くの名詞は音読して済まされることが多く、
とについては、
次のように考えられる。
次に
ま
ず
、
る゜
一32ー
名詞が非常に少ないことについては 、元来訓点一
すれば訓点特有話の表現によるほか なかった、
とい
が
大体の順である（一部、
名詞·動詞の順の逆な作品も
（かな文学作品）名詞・動罰・形容詞・形容勁詞
文学作品についての品詞別語食数とその比率を一括して
相を示してい ように思われる。
っ て よ い 。 か ら 、
詞 習 左 注 に は 訓 点 特 有 話 は 殆 ん ど 用 い て な い と い
用度数を調ぺ、
第 五 表 に 示 し た 。 詞 得 左 注 の 使 用 度 数 は
が 指 摘 さ れ た 語 例 に つ い て 、
四 つ の 序 や 詞 忠 左 注 で の 使
調 べ る こ と に よ り 、
序 の 筆 者 た ち の 訓 点 特 有 語 の 使 用 に
得 左 注 な ど に 用 い ら れ て い る 度 合 が ど う な っ て い る か を 関 係 の み ら れ る こ と が 指 摘 さ れ て い る 。
四 つ の 序 に 見 出
訓 点 語 と 和 語 と の 間 に は 勿 論 共 通 す る 語 が 多 く あ る（ 第 島 裕 『 平 安 時 代 の 漢 文 訓 読 語 に つ き て の 研 究 』 ＝ ― - 四
ペ ー ジ ・ 角 田 英 子 「 源 氏 物 語 に お け る訓点語棠考」子 大 国 文 第 三 十 七 号 ・ 共 に 約 六
0
％ と 指 摘 し て あ る ） が 、
位 相 差 を 示 し て い る と い わ れ る 商 者 の 問 に は 、
語 の 対 応
．ざ
れ る 訓 点 特 有 語 に 対 応 す る 和 語 が 、
序 の 他 の 部 分 や 詞
対 す る 意 識 を さ ぐ る 手 掛 り が 得 ら れ る も の と 考 え ら れ る し
築 島 博 士 が 『 平 安 時 代 話 新 論 』 五 八 三 ペ ー ジ 以 降 で 指
、
大
坪
先
生
摘 さ れ た 「 対 立 的 な 漢 文 訓 読 語 と 和 文 語 」 や0
を 付 し た が 、
用 例 は 少 な く 、
ザ ル ⑥ ゴ ト シ ③ の 「 新 古
今 集 序 」 に お け る 例 も 、
漢 文 の 直 接 引 用 句 中 の 例 で あ る
（女
．一． .．． シ ァ ォ ヵ 卜 訓
ゴ コ． ザ ザ ム 9レ ヨ レ モ
； 卜 レ’ 9レ イ ブ コ ガ 特
す
ツ ，，ヽ レ ラ
11 3 5 2 1 古
10 1 1 1 5,· 2 後
13 1 5 2 2 1 2 孟13(5) 2(2) 1 4 (3) 4 1 1 
47(5) 4 9 (2) 2 14(3) 8 1 2 2 5 計
や ．． ．． ぁ v ヽ こ 人
ね ぬ さ す る た れ 々
な す は ． る か 文
り れ
: 語
25 7 1 12 2 7 2 1 3 古
6 2 l 2 1 後
1 1 千
6 (3) 5 1 (3) 新
48(3) 7 1 19 l 2 7 5 3(3) 3 ·.計
〇 訓 点 特 有 語 ・ 和 語 双 方 使 用
数 値 1 各 序 に お け る 使 用 回 数 ＇
0
内 は 各 詞 書 左 注 に お け る も の
〔 訓 点 特 有 語 と 和 語 と の 関 係 〕
第 五 表 〔 対 立 的 な 訓 点 特 有 語 と 和 語 と の 使 用 状 態 〕
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ミ ツ コ ヨ ク ィ ィ ク マ キ ォ 訓ソ 力 レ リ ガ マ , ャ ジ ク ソ 点計 二 ダ 特ナ Iレ ヨ ヨ ヒ ム ス .,、 Jレ Iレノ‘ ヲ フリ― ー リ
二 ャ シ Iレ 有ス
語
6 1 1 2 1 1 古2 1 l 後4 1 3 千4 I 1 1 1 新
16 2 1 2 1 2 1 1 1 1 3 1 計
ご さ さ と か ま ま た まま来＜ お 和
計
ら は れ き た だ さ は じじ づ
ん あ ば ど み に や らる 文
ず れ き に す ふ
ど し 語
〖
(2) (2) 新
(2) (2) 計
マ ス コ ＾ ァ ア シ モ イ ソ イ ク コ マ 訓ス コ 卜 ク 力 シ サ ナ コ 夕 ヒ ナ 点計 ｀ン ゴ ヘ ギ s フ ネ 特イ テ ，，ヽ 9レ フ フ コマ キ 卜
スヽ·-
• ズ 二 ョ ガ 有ス ク シ フ 語
・ 後
新゜ 計
お す す え さ し う ま や ほ ね め 和は こ ペ ＾ れ げ る う す む が
計 し し て ど し は （ む ふ 文
ま 3 しす
on 
14 1 2 1 1 I 3. 1 1 1 1 1 古4 1 1 1 1 後2 1 1 千6 1 2 3 新
26 2 2 .2 1 1 7 1 1 1 1 2 5 計
〇 訓 点 特 有 語 の み 使 用
0 和 語 の み 使 用
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「オヨプ
いたる」には表現ニュアンスに相違が忍じ
「新
その品詞別にみて接続詞の多い理由や、
重複使用の状態、
な
い
。
特に散文でありながら枕詞・
序詞を頻用し、
好んで和歌
ーぬ」、
「千奴築序」で「オヨプ9いたる」、
クナリーゃうなり」の三組、
「後拾遣机序」で「ザル
カレコレーこれかれ
」
用いてあるのが四組であ
る。
また訓点特有語だけ用いて
いるもの（一ー語一六回）よりも和語だけ用いているもの（―二語二六回） 方が 数も多く、
訓点特有語を特
時代的に見ると、
「シム—す」
「
·nトッ
・ゴ
ト
古今祭序 で「ザルー�ぬ」の各一 である。
これらは
られるが、
他は一方に統一する意志があれば統一できる
と思わ のに、
訓点特有語、
和語共に届いられてい
る
所を見ると、
特に訓点語を用いようとか用いるまいとか
いう意図があったとは考えられず
自然にこれらの訓点
「新古今熊序」の数年後に
「方丈記」が習かれていることを考えると、
序の文章は
和文的で、
訓点特有語の用い方は少ないといってよかろ
うと思われる。れる和語的表現（字音飴が非常に少なく、
横語をことさ
ら和語に言い和 げたものも多いこと）や和歌的修辞（を踏まえた表現を多くしていること）を考えてみると和歌楳序として 文的表現を意図し
たことは疑いをいれ
異なり語数に製して八％前後の訓点語の使用について、
以降に詳細に指摘されているか、
序全体に一貫し
て
みら
対応語の双方が用いられているのは「古今集序」の「
『平安時代 漢文訓読語につきての研究』八三七ベージ
時代 傾向がうかがわれる。
「古今集序」の和文的要素については、
強
く
、
「新古今集序」には訓点特有語への偏りが見られ、
「古今楳序」には和語頻用の領向が
に意識的に多く用いようとしたとはとて 考えにくい（
の前後 「今昔物語楳」が、
四つの勅撰梨の祖かれた時代は、
既に「後拾逍集序」
〔 捩渠序における訓点特有語使用の意味〕・・・四
語共に用いられているのが七組、
そのうち同じ序に双方
同様に考えられよう。
第五表を見てわかるように、
対応する訓点特有語・和
特有語が混入したと考えるほかない。
他の語についても
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1本学大学院二年1
傘から'
自然に用い
ら
れたものであ?？｀
とo
れず、
和文謁の文泡を意図しながらも箪者の持ち前の語
話開を出さんが為に意諦的に用いられたものとは考えらの用い方など、
諸点を考え合わせると、
次のように結論
される。勅撰和歌楳序 訓点特有語は、
訓点
特に何よりも訓点特有語と和語 の対応関係のある語群
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